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この報告書は、平成２４年３月に策定した「松阪市環境基本計画－中間見直し版－」

に掲げた本市の環境施策に関して平成２６年度に設定した重点事業の取組結果と、「松

阪市環境基本計画－中間見直し版－」において設定した環境目標の進捗状況を取りまと

めたものです。 

 この情報をみなさんと共有することで、市民、市民団体、事業者、市の協働による取

り組みをさらに推進することをめざすとともに、一人ひとりが環境問題に対する具体的

な行動を起こすきっかけにしたいと考えています。 
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第１章 松阪市環境基本計画の概要 
 

 

１.計画の概要 
 

 家庭や事業所からの排出水による川や海の汚れ・ごみの増加、そして地球温暖化によ

る地球環境問題など、今日の環境問題の多くは私たちが便利な生活や物質的な豊かさを

追い求めてきた結果であるといえます。 

このような環境問題を解決していくためには、私たち一人ひとりが環境にやさしい行

動を実践していくことが必要です。 

「松阪市環境基本計画」は、本市の良好な環境を未来に引き継いでいけるよう、うる

おいある豊かな環境の保全と創造に関する共通目標や道筋を示すものであり、市民、市

民団体、事業者、市が協働して環境にやさしい行動に取り組むための指針となる計画で

す。 

松阪市環境基本条例に基づき、当計画を平成１９年３月に策定しましたが、策定から

５年が経過し、近年の環境や社会情勢が大きく変化していることから見直しを行い、平

成２４年３月に「松阪市環境基本計画－中間見直し版－」を策定しました。 

 

２．計画の対象 
 

 本計画は松阪市全域を対象地域とし、「自然環境」「生活環境」「快適環境」「地球環境」

「環境教育・環境学習と仕組みづくり」の５つの環境分野を設定し、対象としています。 
 

環境の分野 環境の要素 

自然環境 水循環（森林・川・海）、身近な動植物 

生活環境 

典型７公害（大気の汚染、水質の汚濁、土壌の

汚染、騒音、振動、悪臭、地盤沈下）、都市生活

型公害（近隣騒音、野焼き、飼養動物のふんな

ど） 

快適環境 
歴史文化遺産、景観、公園・緑地、公共空間の

バリアフリー 

地球環境 
省エネルギー・新エネルギー、ごみ・リサイク

ル、地球温暖化 

環境教育・環境学習と 

仕組みづくり 

環境教育及び環境学習の充実、協働のための仕

組みづくり 

 

３．計画の期間 
 

 

 

 

 
平成１９（２００７）年度～平成２９（２０１７）年度 
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４．めざすべき環境像 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「うるおいある豊かな環境につつまれるまち まつさか」は、松阪市環境基本条例に

おけるめざすべき環境像「うるおいある豊かな環境の保全と創造」と、「『市民みんなの

道標
みちしるべ

』～未来につなげるまちづくり計画～」（松阪市総合計画）における松阪市の将来

像「市民みんなで幸せを実感できるまち」を実現するための６つのキーワ－ドの一つ「心

がうるおう環境を」を踏まえ、設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、環境をよくすることが地域の産業を発展させ、地域の産業の活性化が環境をよ

くするという「環境と地域経済の好循環」を進めること、そして、環境をよくすること

が人や地域を元気づけ、コミュニティの活性化が環境をよくするという「環境とコミュ

ニティの好循環」を進めることが、本市の環境像を実現するために必要であることから、

「自然と人・地域の活力が好循環するまちづくりをめざして」という副題を掲げていま

す。 

うるおいある 

豊かな環境につつまれるまち 

まつさか 
～自然と人・地域の活力が好循環する 

まちづくりをめざして～ 

 

人と自然の営みが調和し、その中に生まれた独自の歴史や文化が守られ育

まれる中で、現在及び将来の市民が健康を維持し、安全で快適かつ文化的な

生活をおくることができる環境をいう。 

（松阪市環境基本条例より） 

 

当たり前にある身近な環境が、次の世代まで心がうるおう素敵な環境にな

るよう、市民と行政が一体となって保全と創造に取り組みます。 

        （「市民みんなの道標
みちしるべ

」～未来へつなげるまちづくり計画～ 

の将来像を実現するための６つのキーワードより） 

 うるおいある豊かな環境とは 

 人の心がうるおう環境につつまれるまち 
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５．環境像実現に向けての基本的な考え方 
 

 「うるおいある豊かな環境」の実現に向けて、自然と人・地域の活力が「好循環」す

るためには、行政とともに「環境と地域経済の好循環」の主体である「事業者」、「環境

とコミュニティの好循環」の主体である「市民、市民団体」も含めた３者の協働のもと

取り組みを進めていくことが大切です。 
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６．環境ビジョン 
 

 「うるおいある豊かな環境」をめざすにあたり、次の６つの具体的なまちの姿（環境

ビジョン）を示しています。 
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７．施策の展開の体系 
 

 環境ビジョンに示したまちの実現に向け、６つの基本目標を掲げるとともに、２０の

施策を展開しています。 

 

 

【基本目標】 【施策テーマ】

１．健全な水循環の
回復と維持

２．多様な生態系と
自然環境の保全及
び回復と動植物の
保護

３．都市生活型公害
及び産業公害の防
止と予防

４．歴史文化の薫る
魅力ある景観の形
成とやすらぎある空
間づくり

５．循環型地域社会
の構築と地球環境
の保全

６．環境教育・環境
学習の充実と仕組
みづくり

森林の保全と林業の活性化

良好な水辺空間の形成

生物多様性と貴重な動植物の
生息・生育環境の保全

水質汚濁の防止

大気汚染の防止

自然環境に配慮した農業・漁業の
促進

有害化学物質への対応

騒音・振動及び悪臭の防止

近隣公害への対応

歴史文化遺産の保全と活用

個性豊かな美しい景観づくりの
推進

公園・緑地の整備

誰にでもやさしい空間づくりの推進

ごみの減量化と再利用の促進

環境産業の育成

ごみの適正処理

省エネルギー・新エネルギーの
推進

地球温暖化の防止

パートナーシップの仕組みづくり

環境教育・環境学習の推進

【環境ビジョン】

人も生き物もおいしく
感じる水を取り戻し、
守っていくまち

多様な生き物が暮ら
すことのできる自然を
守り育てるまち

安全で健やかに暮ら
せるまち

松阪らしさを引き継ぎ
伝えていける、快適で
魅力あふれるまち

『もったいない』が生
み出す資源を有効に
利用できる地球にや
さしいまち

20年・30年先の松阪
を考え、みんなで協力
して行動できるまち
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８．計画の推進 
 

 進行管理にあたっては、平成２３年度から運用している本市独自の環境マネジメント

システム「Matsusaka-EMS」を活用し、本計画を効果的かつ効率的に推進します。そし

て、Matsusaka-EMS のＰＤＣＡサイクルのもと継続的に改善していきます。 

≪進行管理の仕組み≫ 

 

 環境施策に関する事業の担当部署ごとに、本計画に関連する事業の一覧を作成し、

その内容を環境・エネルギー政策推進課において本計画の施策体系に基づいて整理を

行います（「第４章 環境基本計画関連事業一覧」を参照）。その中から、①本計画の

環境目標（「第２章 環境基本計画における環境目標の進捗状況」を参照）に関連性

の高い事業、②長期的に実施する事業で、本計画の基本目標の達成に効果的な事業、

の２点のいずれかに該当する事業を中心に、特に重要な事業（以下「重点事業」とい

う）の選定を行います。 
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重点事業として選定された事業の担当部署は、重点事業ごとにその事業の年度目

標を設定します。そして年度末に、年度目標に対する自己評価を行い、環境生活部

長に報告します。 

重点事業の事業概要と年度目標の内容、そして年度評価については、環境審議会

に報告し意見を求めます。年度評価はまた、環境審議会の意見を付して市長に報告

し、次年度以降の見直しに生かします。 
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第２章 環境基本計画における環境目標の進捗状況 
 

 

めざすべき環境像の実現のためには、市民、市民団体、事業者、市がみんなで共有できる目

標をもつ必要があります。 

そこで、環境ビジョンで示す６つのまちの姿をめざすため８つの環境目標を設定し、そ

の目標が達成できたかどうかを判断するために、各々に目標数値を定めています。 

  平成２６年度における各環境目標の進捗状況は次の通りです。 

 

①． 川・海におけるＢＯＤ・ＣＯＤの環境基準適合率の向上 

 

8地点

8地点

6地点

13地点

11地点

13地点

18地点

0 3 6 9 12 15 18

基準年度

（平成１６年）

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（地点）

 
 

 河川におけるＢＯＤ環境基準適合状況（平成２６年度） 
類型 基準値 地点名 適合日数 測定結果範囲 適合率 

ＡＡ 1mg/L 以下 

櫛田川 犬飼 3 0.5 未満～1.5 50％ 

櫛田川 神殿 4 0.5 未満～2.2 67％ 

櫛田川 栃川潜水橋 3 0.5 未満～2.1 50％ 

櫛田川 深野潜水橋 3 0.5 未満～1.8 50％ 

中村川 小原町中組橋 6 0.5 未満～0.9 100％ 
中村川 宮野橋 5 0.5 未満～1.7 83％ 

Ａ 2mg/L 以下 

櫛田川 法田井堰 6 0.8～1.9 100％ 

櫛田川 松名瀬橋 6 1.0～1.8 100％ 

阪内川 宮橋 6 0.8～1.6 100％ 

Ｂ 3mg/L 以下 
阪内川 五曲橋 6 1.1～3.0 100％ 
阪内川 猟師橋 6 0.5 未満～2.9 100％ 

Ｄ 8mg/L 以下 
金剛川 焼橋 6 1.5～5.5 100％ 
金剛川 金剛橋 6 2.5～7.5 100％ 

計 66 ― ― 

※各地点において、１年間で６日測定を行った。 
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  海域におけるＣＯＤ環境基準適合状況（平成２６年度） 
類型 基準値 地点名 適合日数 測定結果範囲 適合率 

Ｂ 3mg/L 以下 

松名瀬橋松世崎地先 1,000ｍ 4 0.5 未満～2.4 100％ 

松阪港沖 500ｍ 4 0.5 未満～0.9 100％ 

松阪港沖 2,000ｍ 4 0.5 未満～0.8 100％ 

猟師町大正新田地先 1,000ｍ 4 0.5 未満～0.8 100％ 

猟師港沖 500ｍ 4 0.5 未満～2.4 100％ 

計 20 ― ― 

※各地点において、１年間で４日測定を行った。 

 

 目標基準（河川１００％、海域７５％以上）の達成地点数の推移 

  

基準達成地点数 

／ 

測定地点数 

（地点） 

 
河川における 

基準達成地点数 

／ 

測定地点数 

海域における 

基準達成地点数

／ 

測定地点数 

基準年度 

（平成 16 年

度） 

 8 ／ 15  3 ／ 10 5 ／ 5 

平成 22 年度  8 ／ 18  3 ／ 13 5 ／ 5 

平成 23 年度  6 ／ 18  1 ／ 13 5 ／ 5 

平成 24 年度 13 ／ 18  8 ／ 13 5 ／ 5 

平成 25 年度 11 ／ 18  6 ／ 13 5 ／ 5 

平成 26 年度 13 ／ 18  8 ／ 13 5 ／ 5 

目標年度 

（平成 29 年

度） 

18 ／ 18 

（全地点） 

13 ／ 13 

（全地点） 

5 ／ 5 

（全地点） 

 
 

 

 

 

 

 

 

用語解説 
 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）…水中の有機物を微生物等が分解する際に使う酸素の量を表す数値で、

この量が多いほど水中の有機物が多いことになり汚れていると判断さ

れる。 

ＣＯＤ（化学的酸素要求量）…水中の有機物を薬品で化学的に分解させ、そのときに消費された薬品中

の酸素の量で有機物の量を示す。この量が多いほど水中の有機物が多い

ことになり汚れていると判断される。 

水域類型…水質汚濁に係る環境基準のうち、生活環境の基準については、河川、湖沼、海域別基準に利

水目的に応じた水域を区切ってＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの６つの類型を設けている。ｐＨ、

ＢＯＤ等の項目について、それぞれの水域類型ごとに環境基準値を定め、各公共用水域に水

域類型のあてはめを行うことにより当該水域の環境基準値が具体的に示される。  

 

平成２６年度の測定では、１８地点中１３地点で環境基準適合率の目標基準を達

成し、昨年度より２地点増加しました。河川の下流及び海域において高い適合率と

なっています。 
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②．天然記念物数の維持 

 

22 件

22件

22件

22件

0 5 10 15 20 25 30

基準年度

（平成２３年１０月）

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（件）

22件（基準年度より減らさない）

 
 

天然記念物数の推移 

 
天然記念物数 

（件） 

 

国指定 県指定 市指定 

基準年度 

（平成 23 年 10 月時

点） 

２２ ７ ５ １０ 

平成 24 年度 ２２ ７ ５ １０ 

平成 25 年度 ２２ ７ ５ １０ 

平成 26 年度 ２２ ７ ５ １０ 

目標年度 

（平成 29 年度） 
２２件 

（基準年度値より減らさない） 
－ － － 

 

天然記念物一覧 
指定 記念物名 地域 指定 記念物名 地域

不動院ムカデラン群落 本庁管内 阿射加神社社叢
中村川ネコギギ生息地 嬉野管内 松尾のマメナシ
月出の中央構造線 飯高管内 エドヒガン桜
ニホンカモシカ 山茶花
ネコギギ つばき（オランダ紅）
ヤマネ 東漸寺のゴヨウマツ
コクガン 旧川俣小学校跡街道松
勢津のフウラン群落 本庁管内 福本の大トチノキ
水屋の大クス 黒瀧神社の夫婦スギ
蓮のムシトリスミレ群落 青田の大カシ
オオダイガハラサンショウウオ
伊勢撫子・伊勢菊・伊勢菖蒲

本庁管内

飯南管内

飯高管内

国

県

市地域を定めず

地域を定めず

飯高管内
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③．生活排水処理施設の普及率の向上 

 

54.5％

71.9％

74.0％

80％以上

76.7％

79.0％

81.6％

0 20 40 60 80 100

基準年度

（平成１７年度末）

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（％）

 
※生活排水処理施設の普及率（％）＝［生活排水処理施設による処理が可能な地域の居住人口 

（または処理人口）÷基準となる総人口］×１００ 

 

生活排水処理施設における処理人口と普及率の推移 

 

生活排水 

処理施設の 

普及率 

（％） 

 

基準となる 

総人口 ※ 

（人） 

生活排水 

処理施設 

処理人口の 

合計 

（人） 

公共下水道 

における 

処理人口 

（人） 

農業集落排水 

施設による 

処理人口 

（人） 

合併処理浄化槽による 

処理人口（人） 

市町村設置

型浄化槽 

個別設置型 

浄化槽 

基準年度 

(平成 17 年度末) 
５４．５ １７０，５４５ ９３，０１０ ４８，７０４ １，１８６ ５，１１９ ３８，００１ 

平成 22年度末 ７１．９ １７０，３７６ １２２，４５９ ７１，９３１ １，１６３ ６，２４２ ４３，１２３ 

平成 23年度末 ７４．０ １６９，９２３ １２５，７２３ ７５，４８９ １，１２１ ６，４９６ ４２，６１７ 

平成 24年度末 ７６．７ １６９，６８１ １３０，１１４ ７８，７２６ １，０９５ ７，４６１ ４２，８３２ 

平成 25年度末 ７９．０ １６８，９８７ １３３，５５４ ８０，６９３ １，０７８ ７，５８２ ４４，２０１ 

平成 26年度末 ８１．６ １６８，１６３ １３７，２４５ ８４，３６６ １，０５７ ７，６９０ ４４，１３２ 

目標年度 

(平成 29 年度) 
８０以上 － － － － － － 

  ※基準となる総人口は、住民基本台帳に基づく翌年度４月１日現在による。 

 平成２６年度末における生活排水処理施設の普及率は、公共下水道における

処理人口が大きく増加し、８１．６％となり、目標の数値を上回りました。 
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④．１人あたりの都市公園面積の増加 
      

7.46㎡／人

8.48㎡／人

8.49㎡／人

9.17㎡／人

12㎡／人

9.17㎡／人

9.34㎡／人

0 2 4 6 8 10 12 14

基準年度

（平成１７年度）

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（㎡／人）

 
※１人あたりの都市公園面積（㎡／人）＝都市公園開設面積÷都市計画区域内人口 

 

１人あたりの都市公園面積の推移 

 

1 人あたりの 

都市公園面積 

（㎡／人） 

 

都市計画区域内人口 

※ 

（人） 

都市公園開設面積 

（㎡） 

基準年度 

(平成 17 年度) 
７．４６ １５０，６６５ １，１２４，６９０ 

平成 22 年度 ８．４８ １５４，０１８ １，３０５，５１７ 

平成 23 年度 ８．４９ １５３，９２７ １，３０７，２６６ 

平成 24 年度 ９．１７ １５３，８７１ １，４１０，８５５ 

平成 25 年度 ９．１７ １５４，００７ １，４１２，３３８ 

平成 26 年度 ９．３４ １５３,６３４ １，４３４，２８４ 

目標年度 

(平成 29 年度) 
１２ ― ― 

  ※都市計画区域内人口は、「松阪市の都市計画概要」に基づく各年度４月１日現在による。 

 平成２６年度は、松阪市総合運動公園の供用開始により、１人当たりの都市

公園面積は増加しました。 
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⑤．１人１日あたりのごみの排出量の削減 

 
 

1,125ｇ／人・日

937ｇ／人・日

894ｇ／人・日

911ｇ／人・日

905ｇ／人・日

877ｇ／人・日

916ｇ／人・日

0 200 400 600 800 1000 1200

基準年度

（平成１４年度）

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（ｇ／人・日）

 
※１人１日あたりのごみの排出量（ｇ／人・日）＝ 

集団回収量を除くごみの総排出量÷（処理人口×３６５日） 

 

１人１日あたりのごみの排出量の推移 

 

1 人 1 日あたりの 

ごみの排出量 

（g／人・日） 

 

  処理人口 ※ 

（人） 

ごみの総排出量 

（ｔ） 

基準年度 

(平成 14 年度) 
１，１２５ １６８，６３５ ６９，２２０ 

平成 22 年度 ９３７ １７０，３７６ ５８，２４１ 

平成 23 年度 ８９４ １６９，９２３ ５５，４７６ 

平成 24 年度 ９１１ １６９，６８１ ５６，４１５ 

平成 25 年度 ９０５ １６８，９８７ ５５，８２９ 

平成 26 年度 ９１６ １６８，１６３ ５６，１９８ 

目標年度 

(平成 29 年度) 

８７７ 
（基準年度比２２％削減） 

― ― 

   ※処理人口は、住民基本台帳に基づく翌年度４月１日現在による。 

平成２６年度は、平成２７年４月からのごみ一元化を控え、松阪市第二清

掃工場へのごみの持込みが増加したことなどにより、家庭系ごみの排出量が

増加し、総排出量も増加となりました。 
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⑥．１人１日あたりのエネルギー（電気）消費量の削減 

 

6.33kWh/人・日

6.72kWh/人・日

6.48kWh/人・日

6.42kWh/人・日

6.45kWh/人・日

6.17kWh/人・日

6.33kWh/人・日

0 1 2 3 4 5 6 7 8

基準年度

（平成１７年度）

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

目標年度

（平成２９年度）

（ｋＷｈ／人・日）

※１人１日あたりのエネルギー（電気）消費量（kWh／人・日）＝ 
中部電力における市域の販売電力量（電灯）÷（人口×３６５日）   

 
１人１日あたりのエネルギー（電気）消費量の推移 

 

1 人 1 日あたりの 

電気消費量 

（kWh／人・日） 

 

  人口 ※ 

（人） 

電灯販売 

電力量 

（kWh） 

基準年度 

(平成 17 年度) 
６．３３ １６８，９７６ ３９０，１２５，０００ 

平成 22 年度 ６．７２ １６８，０１７ ４１２，３６７，０００ 

平成 23 年度 ６．４８ １６７，５６８ ３９６，１２６，０００ 

平成 24 年度 ６．４２ １６７，０９５ ３９１，５３７，０００ 

平成 25 年度 ６．４５ １６６，７９５ ３９２，８０９，０００ 

平成 26 年度 ６．１７ １６６，０９９ ３７４，１１５，０００ 

目標年度 

(平成 29 年度) 

６．３３ 

（基準年度値より 

増やさない） 

― ― 

   資料：中部電力株式会社提供 

   ※人口は、「三重県統計書」に基づく各年度１０月１日現在による。 

ただし、平成 22 年度は国勢調査による。 

 

 平成２６年度は、夏季の気温が前年に比べ低めに推移したことによる冷房設備の

稼働減や節電の影響により、１人１日あたりの電気消費量は減少しました。 
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⑦．１人１日あたりの二酸化炭素排出量の削減 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8

基準年度

（平成１５年度）

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

目標年度

（平成２９年度）

（kg-CO2/人・日）

（基準年度値より増やさない）7.09kg-CO2/人・日

7.45kg-CO2/人・日

7.09kg-CO2/人・日

7.20kg-CO2/人・日

6.69kg-CO2/人・日

7.04kg-CO2/人・日

 
※１人１日あたりの二酸化炭素総排出量（kg-CO2／人・日）＝ 

           民生部門（家庭・業務）における年間の二酸化炭素総排出量÷（人口×３６５日） 
 

１人１日あたりの二酸化炭素排出量の推移 

 
1 人 1 日あたりの 

二酸化炭素排出量 

（kg-CO2／人・日） 

 

 人口 

（人）※ 

民生合計 CO2  

排出量 

（t-CO2） 

家庭 CO2 

排出量 

（t-CO2） 

業務 CO2 

排出量 

（t-CO2） 

基準年度 

(平成 15 年度) 
７．０９ １６７，６８２ ４３４，４１５ ２４０，５９２ １９３，８２３ 

平成 19 年度 ７．２０ １６９，４６２ ４４５，６２５ ２２３，２３５ ２２２，３９０ 

平成 20 年度 ６．６９ １６９，００９ ４１２，９３５ ２０２，０１５ ２１０，９２０ 

平成 21 年度 ７．０４ １６８，９６９ ４３４，１９３ １９４，９１９ ２３９，２７４ 

平成 22 年度 ７．４５ １６７，６１１ ４５５，５７４ ２１４，３４１ ２４１，２３３ 

目標年度 

(平成 29 年度) 

７．０９ 
（基準年度値より 

増やさない） 
― ― ― ― 

                                    資料：環境自治体会議 

   ※人口は、「三重県統計書」に基づく翌年度 4月 1日現在による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市域における二酸化炭素の排出量の算定が非常に困難であるため、環境省の

補助を受けて環境自治体会議が行った「市町村別温室効果ガス排出量推計デー

タ」（2003 年）の推計結果をもとに目標値を設定しています。平成１９年度以

降の数値については、環境自治体会議環境政策研究所が行った「全国市区町村

別 CO2排出量推計」の推計結果をもとに算定したもので、平成２２年度分まで

発行されています。なお、それぞれの推計方法には異なる部分があります。 

※平成２３年度分以降は未発行です。 
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⑧．松阪市環境パートナーシップ会議の会員数の増加 

 

6個人

8個人

8個人

8個人

8個人

10個人

20個人

23団体

28団体

32団体

32団体

32団体

34団体

50団体

0 10 20 30 40 50 60 70 80

基準年度

（平成20年度）

平成２２年度末

平成２３年度末

平成２４年度末

平成２５年度末

平成２６年度末

目標年度

（平成２９年度）

（個人･団体）

 
 

   松阪市環境パートナーシップ会議の会員数の推移 

 

会員数（個人・団体） 

個人（市民） 団体（市民団体、事業者） 

基準年度 

(平成 20 年度：設立時) 
６ ２３ 

平成 22 年度末 ８ ２８ 

平成 23 年度末 ８ ３２ 

平成 24 年度末 ８ ３２ 

平成 25 年度末 ８ ３２ 

平成 26 年度末 １０ ３４ 

目標年度 

(平成 29 年度) 
２０ ５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度は、住民協議会からの紹介等により、２個人・１市民団体・１

事業者が新たに加入し、４個人・団体増加の１０個人・３４団体となりました。 
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第３章 重点事業の実施状況 

 

平成２６年度重点事業及び事業目標及び実績一覧 

施策テーマ 重点事業名 
平成２６年度 

事業目標 

平成２６年度 

実績 
担当部署 

【基本目標】１．健全な水循環の回復と維持 

森林の保全と

林業の活性化 

みなと森と水ネ

ットワーク促進

事業 

東京都港区と協力し松阪

の地域材及びあかね材が

利用されるように販路拡

大を図ることで、森林環境

の保全と回復を図る 

東京都港区で年５回

のＰＲ活動を行い、

森林環境の保全と回

復に向けて取り組ん

だ 

目標達成 

産業経済部 

林業・農山村 

振興課 

 

森林環境創造事

業 

 

環境林における間伐等を

実施する（施業実施面積：

224.50ha） 

施業実施面積： 

206.31ha 

目標達成 

産業経済部 

林業・農山村 

振興課 

【基本目標】２．多様な生態系と自然環境の保全及び回復と動植物の保護 

生物多様性と

貴重な動植物

の生息・生育環

境の保全 

 

未来へつなぐネ

コギギの里事業 

 

 

天然記念物「ネコギギ」の

保護意識向上、自然環境の

保全に向けた取組を行う 

中川小学校の小学生

を対象として勉強会

を開催した 

目標達成 

嬉野地域振興局 

地域振興課 

里山の森林安全

安心対策事業 

集落や公共施設周辺の森

林で、間伐等を行うことに

より、身近な自然環境であ

る里山環境の保全と回復

を図る（森林整備面積：

27ha） 

森林整備面積：

4.34ha 

目標達成 

産業経済部 

林業・農山村 

振興課 

【基本目標】３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 

大気汚染の防

止 

市街地循環バス

運行事業 

 

鈴の音バスの利用を促進

する 

（目標年間利用者数：

90,000人） 

年間利用者数 

86,792人 

目標未達成 

産業経済部 

交通政策室 

水質汚濁の防

止 

関連公共下水道

事業（本庁） 

 

本庁管内の下水道接続件

数を600件以上とする 

接続件数 512件 

目標未達成 

上下水道部 

下水道建設課 

関連公共下水道

事業（嬉野） 

 

嬉野管内の下水道接続件

数を70件以上とする 

 

接続件数 130件 

目標達成 

上下水道部 

北部上下水道事

務所 

特定環境保全公

共下水道事業（三

雲） 

三雲管内の下水道接続件

数を100件以上とする 

 

接続件数 129件 

目標達成 

上下水道部 

北部上下水道事

務所 
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施策テーマ 重点事業名 
平成２６年度 

事業目標 

平成２６年度 

実績 
担当部署 

【基本目標】３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 

水質汚濁の防

止 

浄化槽設置促進

事業 

合併処理浄化槽設置費用

の一部補助を行う 

補助基数430基（新築：300

基、転換：130基 

補助基数 323基 

（新築：217基、転

換：106基） 

目標未達成 

環境生活部 

環境・エネルギ

ー政策推進課 

浄化槽市町村整

備事業 

飯南・飯高管内の合併処理

浄化槽の設置を進める（設

置基数：50基） 

設置基数 38基 

 

目標未達成  

環境生活部 

飯南・飯高環境

事務所 

【基本目標】４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある空間づくり 

歴史文化遺産

の保全と活用 

松坂城跡保存整

備事業 

国指定史跡松坂城跡の維

持活用及び整備の検討を

する 

松坂城跡整備検討委

員会を2回開催した 

目標達成 

教育委員会 

 文化課 

長谷川家文化財

専門委員会事業 

旧長谷川邸の保存管理方

針の検討をする 

長谷川家文化財専門

委員会を4回開催し

た 

目標達成 

教育委員会 

文化課 

個性豊かな美

しい景観づく

りの推進 

都市景観推進事

業 

景観絵画コンクールや巡

回展示、景観重点地区（候

補）交流会を行い、景観に

対する意識の向上を図る 

景観絵画コンクール

や巡回展示、交流会

を実施した 

目標達成 

都市整備部 

 都市計画課 

市道松阪公園桜

町線道路整備事

業 

歴史文化的景観の形成に

配慮し、市道松阪公園桜町

線道路整備を進める 

予定通り完成した 

 

目標達成 

都市整備部 

 都市計画課 

公園・緑地の整

備 

総合運動公園建

設事業 

 

総合運動公園の整備を進

める 

（多目的広場、周辺園路、

駐車場、植栽工） 

スケジュールどおり

整備を進めることが

できた 

目標達成 

都市整備部 

土木課 

【基本目標】５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 

ごみの減量化

と再利用の促

進 

資源物集団回収

活動補助金 

資源物集団回収量の増加

を目指し、補助金交付団体

数を増やしていく 

交付団体数 318団体

（前年度比1団体減） 

目標未達成 

環境生活部 

清掃政策課 

ごみの適正処

理 

ごみ処理基盤施

設建設事業 

ごみ処理施設建設工事を

進める※平成27年度稼動

を目指す上での平成26年

度分想定工事を目標どお

りに遂行すること 

新清掃工場の建設が

計画どおりに実施さ

れた 

目標達成 

 

環境生活部 

清掃施設課 

清掃工場建設室 

環境美化対策事

業 

「松阪市みんなでまちを

きれいにする条例」を広く

周知する 

ホームページ・報道

機関等を通して周知

した 

目標達成 

環境生活部 

 環境・エネルギ

ー政策推進課 
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施策テーマ 重点事業名 
平成２６年度 

における事業目標 

平成２６年度 

実績 
担当部署 

【基本目標】５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 

省エネルギ

ー・新エネルギ

ーの推進 

バイオマス・シテ

ィプロジェクト

推進事業 

「バイオマス活用推進計

画」の周知を図り、バイオ

マスに関するシンポジウ

ムを開催する 

「松阪市バイオマス

活用推進計画」に基

づき、「産・学・官」

の連携による調査・

研究を行った 

目標達成 

環境生活部 

環境・エネルギ

ー政策推進課 

地球温暖化の

防止 

地球温暖化対策

率先実行計画の

運用 

市有施設における温室効

果ガス排出量を平成22年

度実績比4％削減する 

（平成28年度までに平成

22年度比6％削減する） 

平成22年度比8.3％

削減 

目標達成 

 

 

環境生活部 

環境・エネルギ

ー政策推進課 

【基本目標】６．環境教育・環境学習の充実と仕組みづくり 

パートナーシ

ップの仕組み

づくり 

環境パートナー

シップ会議事業 

自立し発展する組織を目

指すため、会員数を増や

し、組織の成長を図る 

（目標会員数：46個人・団

体） 

44個人・団体 

目標未達成 

 

環境生活部 

環境・エネルギ

ー政策推進課 

環境教育・環境

学習の推進 

学校エコチャレ

ンジ事業 

学校環境ＩＳＯの認定校

の更新を31校行う 

31校更新 

目標達成 

 

教育委員会事務局 

学校支援課 

森林環境学習事

業 

環境教育・環境学習の推進

を図るため、森林環境保全

や森林整備に関する森林

環境学習教室を実施する 

森林環境学習を松ヶ

崎小学校を対象に実

施した 

目標達成 

産業経済部 

林業・農山村 

振興課 
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重点事業１  みなと森と水ネットワーク促進事業     
 【産業経済部林業・農山村振興課】 

 

 

 

 

   

 
【事業概要】 

 

   東京都港区が組織する「みなと森と水ネットワーク会議」に加入し、港区と協力

した中で、「顔の見える松阪の家づくり推進協議会」と連携し、地域材及びあかね

材の販路拡大を図り、木材の利用が拡大されることで、水源かん養、地球温暖化防

止、土砂災害防止などの公益的機能の高度発揮を促進する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   東京都港区と協力し松阪の地域材及びあかね材が利用されるように販路拡大を

図ることで、森林環境の保全と回復を図る 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 東京都港区と協力し松阪の地域材及びあかね材が利用されるように販路拡大を

図るために、東京都港区で年 5回のＰＲ活動を行い、森林環境の保全と回復に向け

て取り組んだ。次年度以降も地域材及びあかね材の利用拡大に取り組んでいく必要

がある。 

 

 

 平成 26 年度 

目 標 
東京都港区と協力し松阪の地域材及びあかね材が利用

されるように販路拡大を図ることで、森林環境の保全

と回復を図る 

実 績 
東京都港区で年 5回のＰＲ活動を行い、森林環境の保

全と回復に向けて取り組んだ 

 

 

 

 

 

 

施策テーマ……森林の保全と林業の活性化 
 

基本目標 １．健全な水循環の回復と維持 
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重点事業２  森林環境創造事業              
 【産業経済部林業・農山村振興課】 

 

 

 

 

   

 
【事業概要】 

 

   森林所有者と認定林業事業体間で、管理委託契約している森林を公共財として位

置づけ、環境林整備である継続的な間伐を行うことで、荒廃した森林内に光を入れ、

下草や広葉樹を育成し、針広混交林を造成することにより、水源かん養、地球温暖

化防止、土砂災害防止などの公益的機能の高度発揮を促進する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   環境林における間伐等を実施する（施業実施面積：224.50ha） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 環境林における間伐を実施し、概ね目標を達成した。（施業実施面積：206.31ha）

次年度以降も、森林の公益的機能を発揮するために間伐を実施していく必要がある。 

年度目標の面積は施業実施可能な面積を表しており、面積的に 100％施業実施す

ることを目標としておらず、継続的な間伐を行うことを目標としているため、目標

達成とする。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
施業実施面積 

184ha 
施業実施面積 230ha 

施業実施面積 

224.50ha 

実 績 
施業実施面積 

356.23ha 

施業実施面積

258.77ha 

施業実施面積

206.31ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策テーマ……森林の保全と林業の活性化 
 

基本目標 １．健全な水循環の回復と維持 
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重点事業３  未来へつなぐネコギギの里事業       
 【嬉野地域振興局地域振興課】 

 

 

 

 

   

 
【事業概要】 

 

   全国初となるネコギギ生息地指定を受けた嬉野合ケ野から嬉野矢下間の中村川

に生息する天然記念物ネコギギが、減少することのないよう地域での保護意識の向

上と美しい河川と周辺の豊かな自然環境を未来の子供たちに受け継ぐことを目的

とした取り組みや自然観察会を実施する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

  天然記念物「ネコギギ」の保護意識向上、自然環境の保全に向けた取組を行う 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 台風等の影響による河川の増水により、小学生・一般親子対象の自然観察会は実

施することができませんでした。 

平成 27 年 2 月 10 日（火）中川小学校 4年生 108 名を対象にネコギギの会の川岸

氏に講師をつとめていただき、ネコギギの特徴等を指導いただき、中村川の生態系

について理解を深めました。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標  

中村川のネコギギの保

護とその自然環境の保

全・継承に向け取り組み

を行う             

（ネコギギシンポジウ

ム開催） 

天然記念物「ネコギギ」

の保護意識向上、自然環

境の保全に向けた取り

組みを行う 

天然記念物「ネコギギ」

の保護意識向上、自然環

境の保全に向けた取組

を行う 

実 績 

中村川のネコギギの保

護とその自然環境の保

全・継承に向け取り組み

を行った            

（ネコギギシンポジウ

ム 8月開催） 

中村川自然観察会（ネコ

ギギ観察会）を開催した 

（小学生・親子を対象と

し 2回開催） 

中川小学校の小学生を

対象として勉強会を開

催した 

 

 

 

 

施策テーマ……生物多様性と貴重な動植物の生息・ 

       生育環境の保全 
 

基本目標 ２．多様な生態系と自然環境の保全及び回復と動植物の保護 
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重点事業４  里山の森林安全安心対策事業        
 【産業経済部林業・農山村振興課】 

 

 

 

 

   

 
【事業概要】 

 

   集落や公共施設周辺の森林で、森林所有者や地域の自主防災組織と連携し、集落

の安全安心を確保するために間伐等を行うことで、水源かん養、地球温暖化防止、

土砂災害防止などの公益的機能の高度発揮を促進する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   集落や公共施設周辺の森林で、間伐等を行うことにより、身近な自然環境であ

る里山環境の保全と回復を図る（森林整備面積：27ha） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 集落や公共施設周辺の 4地域の森林で、間伐等を行うことにより、身近な自然環

境である里山環境の保全と回復を図った。（森林整備面積：4.34ha）次年度以降も、

集落の安全安心を確保するために継続して実施していく必要がある。 

年度目標の面積は施業実施可能な面積を表しており、面積的に 100％施業実施す

ることを目標としておらず、継続的な間伐を行うこと、地域自主防災組織との実施

箇所の調整等を行い実施することを目標としているため、目標達成とする。 

 

 

 平成 26 年度 

目 標  森林整備面積：27ha 

実 績 森林整備面積：4.34ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策テーマ……生物多様性と貴重な動植物の生息・ 

       生育環境の保全 
 

基本目標 ２．多様な生態系と自然環境の保全及び回復と動植物の保護 
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重点事業５  市街地循環バス運行事業           
【産業経済部交通政策室】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   市街地循環「鈴の音バス」を運行することで、中心市街地の交流活動と市街地商店街

等の活性化を図り、高齢者や障がい者などの方々に対して、買物・通院等の移動手段

の確保、地域間における住民のコミュニケーションを促進するとともに、自動車比率を抑

え、安全で住みよい交通社会と、環境負荷の軽減を実現し、市全体の公共交通体系の

形成を行う事業。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   鈴の音バスの利用を促進する（年間利用者数：90,000 人） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

 年間利用者数は 86,792 人で、前年度から 1,329 人の増加となったが、年度目標

の 90,000 人は未達成であった。上半期結果では年間目標の達成もできそうであっ

たが、利用が伸びなかった。10月からバス沿線での道路工事が始まり、停留所を 3

ヶ所休止したことの影響などが考えられる。 

 

【次年度以降の改善策等】 

 

 平成 27年 9月から運行ダイヤの変更、平成 27年 10 月に車両を入れ替えること

により、PRを実施し利用の改善を図る。なお、道路工事による迂回は、平成 27年

6 月に解除。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
年間利用者数 

85,000 人 

年間利用者数 

85,000 人 

年間利用者数 

90,000 人 

実 績 
年間利用者数 

84,135 人 

年間利用者数 

85,463 人 

年間利用者数 

86,792 人 

施策テーマ……大気汚染の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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重点事業６  関連公共下水道事業（本庁）        
【上下水道部下水道建設課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

水質汚濁防止のため、各家庭や事業場からの雑排水の公共下水道への接続を促進し、

水環境の改善を図る事業。（本庁管内） 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

  本庁管内の下水道接続件数を 600 件以上とする 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

  平成 26 年度の接続件数は 512 件であった。 

  

【次年度以降の改善策等】 

 

  例年接続件数が伸びる上半期の伸びが小さく、消費税増税に伴う駆け込み需要の反

動によるものと考えている。次年度以降においても例年通りの啓発を行い目標達成に

向け取組む。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
接続件数 

600 件 

接続件数 

600 件 

接続件数 

600 件 

実 績 
接続件数 

787 件 

接続件数 

673 件 

接続件数 

512 件 

施策テーマ……水質汚濁の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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 重点事業７  関連公共下水道事業（嬉野）       
【上下水道部北部上下水道事務所】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   水洗化の促進事業。新たに供用開始する区域の居住者に対し、広報等により供用

開始区域等についての周知を行う。 

未接続世帯について個別訪問を行い、下水道への早期接続を促す。 

   

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   嬉野管内の下水道接続件数を 70 件以上とする 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

平成 26 年度の接続件数が 130 件あり、未接続世帯の戸別訪問、下水道の日の PR

活動などが反映したものと思われる。 

今後も広報、戸別訪問など PR活動により、啓発を行なっていきたい。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
接続件数 

70 件 

接続件数 

70 件 

接続件数 

70 件 

実 績 
接続件数 

176 件 

接続件数 

184 件 

接続件数 

130 件 

 

施策テーマ……水質汚濁の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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 重点事業８  特定環境保全公共下水道事業（三雲）    
【上下水道部北部上下水道事務所】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   水洗化の促進事業。新たに供用開始する区域の居住者に対し、広報等により供用

開始区域等についての周知を行う。 

未接続世帯について個別訪問を行い、下水道への早期接続を促す。 

   

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   三雲管内の下水道接続件数を 100 件以上とする 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 平成 26年度の接続件数が 129 件あり、未接続世帯の戸別訪問、下水道の日の PR

活動などが反映したものと思われる。11月にシルバー人材センター2名による地元

訪問を行い、未接続世帯へ下水道の早期接続を促した。 

今後も広報、戸別訪問など PR活動により、啓発を行なっていきたい。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
接続件数 

100 件 

接続件数 

100 件 

接続件数 

100 件 

実 績 
接続件数 

132 件 

接続件数 

134 件 

接続件数 

129 件 

施策テーマ……水質汚濁の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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 重点事業９  浄化槽設置促進事業            
【環境生活部環境・エネルギー政策推進課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   生活排水対策に向けた取り組みとして、市内の住宅に合併処理浄化槽を設置しよ

うとする方に経費の一部を補助する事業。広報等による周知・啓発の実施と、申請

の受付・補助金の交付を行う。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   合併処理浄化槽設置の一部補助を行う（補助基数 新築：300 基、転換：130 基） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

 平成 26年度の補助実績は、転換以外（新築等）が 217 基、転換が 106 基（くみ

取りからの転換が 64 基・単独槽からの転換が 42基）であった。平成 25 年度実績

（374 基）に比べて減少となった。年度目標よりも転換以外（新築等）の申請件数

が少なかった要因としては、経済状況の低迷による新築住宅着工件数の減などが考

えられる。 

 

【次年度以降の改善策等】 

 

   ホームページや広報まつさかなどを利用した補助事業制度のさらなる周知・啓発

を行い、合併処理浄化槽の設置・転換を促進していく。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
補助基数 

400 基 

補助基数 

新築 300 基 

転換 130 基 

補助基数 

新築 300 基 

転換 130 基 

実 績 
補助基数 

361 基 

補助基数 

新築 243 基 

転換 131 基 

補助基数 

新築 217 基 

転換 106 基 

 

※転換とは、単独処理浄化槽又は汲み取り便槽の使用を廃し、新たに合併処理浄化

槽を設置すること 

 

施策テーマ……水質汚濁の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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重点事業１０  浄化槽市町村整備事業          
【環境生活部飯南・飯高環境事務所】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   飯南・飯高管内において、市町村設置型の合併処理浄化槽の新設、単独処理浄化

槽・し尿汲取り施設から市町村設置型の合併処理浄化槽への転換を進める 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

  飯南・飯高管内の合併処理浄化槽の設置を進める（設置基数：50 基） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

 平成 26年度の設置基数は 38基であり、年度目標の 50基には達しなかった。飯

南・飯高管内は高齢者世帯が多く、浄化槽の設置については市で行うが、宅内配管

等については個人の負担になるため、設置を見送る世帯が多い。 

 

【次年度以降の改善策等】 

 

   今年度は飯南ふれあい祭りにて浄化槽の模型を展示、啓発を行ったところ、設置

申請締切後の下半期で 13基の申請があった、次年度も同様の啓発を考えている。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 設置基数 50 基 設置基数 50 基 設置基数 50 基 

実 績 設置基数 56 基 設置基数 50 基 設置基数 38 基 

施策テーマ……水質汚濁の防止 
 

基本目標 ３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防 
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重点事業１１  松坂城跡保存整備事業          
【教育委員会文化課】 

 

 

 

 

   
 

 

【事業概要】 

 

 国指定史跡松坂城跡の文化財的価値を維持し、将来にわたり適切に保存するため

に史跡整備計画を策定する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

     国指定史跡松坂城跡の維持活用及び整備の検討をする 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

  松坂城跡整備検討委員会を 2回開催し、史跡松坂城跡整備基本計画書策定に向け

た内容の検討を行なった。 

 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
国指定史跡松坂城跡の維持活用及び

整備の検討 

国指定史跡松坂城跡の維持活用及び

整備の検討 

実 績 松坂城跡整備検討委員会を 2回開催 松坂城跡整備検討委員会を2回開催 

 

施策テーマ……歴史文化遺産の保全と活用 
 

基本目標 ４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある 

空間づくり 
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重点事業１２  長谷川家文化財専門委員会事業       
【教育委員会文化課】 

 

 

 

 

   
 

 

【事業概要】 

 

 旧長谷川邸の文化財的価値を維持し、将来にわたり適切に保存するために保存管

理計画を策定する。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

     旧長谷川邸の保存管理方針の検討をする 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

  長谷川家文化財専門委員会を 4回開催し、旧長谷川邸保存管理計画策定に向けた

内容の検討及び、観光交流拠点施設等整備事業に係る旧長谷川邸の活用等について

協議を行った。 

 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 旧長谷川邸の保存管理方針の検討 旧長谷川邸の保存管理方針の検討 

実 績 長谷川家文化財専門委員会を3回開催 長谷川家文化財専門委員会を4回開催 

 

施策テーマ……歴史文化遺産の保全と活用 
 

基本目標 ４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある 

空間づくり 
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重点事業１３  都市景観推進事業            
【都市整備部都市計画課】 

 

 

 

 

   
 

 

【事業概要】 

 

 景観に関する絵画コンクール（小中学生対象）を実施し、表彰を行なう。受賞作

品について巡回展示（市内７箇所）を行なう。景観重点地区及び候補地区の代表者

と行政の交流会を行なう。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

     景観絵画コンクールや巡回展示、景観重点地区（候補）交流会を行い、景観に

対する意識の向上を図る 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

  表彰式を 12 月 20 日に行い 155 名の来場があった。 

巡回展示は約 7ヶ月間、市内 7箇所で行った。 

景観重点（候補）地区交流会は、12 月 7 日に中万公会堂で 19 名参加があった。

同日中万町内を現地視察も行った。 

以上より、景観に対する意識の向上が図られた。 

 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
「通り本町・魚町一丁目周辺、市

場庄地区」の公共施設等に係る修

景整備を実施 

景観絵画コンクールや巡回展

示、景観重点地区交流会を行

い、景観に対する意識の向上を

図る 

実 績 
通り本町・魚町一丁目周辺地区に

ついて予定通り完成 

景観絵画コンクールや巡回展

示、交流会を実施した 

施策テーマ……個性豊かな美しい景観づくりの推進 
 

基本目標 ４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある 

空間づくり 
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重点事業１４  市道松阪公園桜町線道路整備事業      
【都市整備部都市計画課】 

 

 

 

 

   
 

 

【事業概要】 

 

 ①市道松阪公園桜町線道路整備工事（その２） 

施工延長L=300m 自由勾配側溝工L=110m 街渠型自由勾配側溝工L=502m 舗装工

（車道部）A=2811m2 舗装工（歩道部）A=1356m2 

 

②市道松阪公園桜町線道路整備に伴う附帯工事 

告示掲示板設置 N=１基 史跡説明板設置 N=2 基 防犯灯設置 N=2 基 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

     歴史文化的景観の形成に配慮し、市道松阪公園桜町線道路整備を進める 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

  ①平成 26 年 3月 4日契約、平成 27年 2月 23 日変更契約、工期平成 26年 3月 4

日～平成 27 年 2 月 27 日で施工し、予定通り完成することができた。 

 

②平成 26 年 11 月 5 日契約、平成 27 年 1 月 20 日変更契約、工期平成 26 年 11

月 5 日～平成 27 年 1 月 30 日で施工し、予定通り完成することができた。 

 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
市道松阪公園桜町線道路工事を

進める 

歴史文化的景観の形成に配慮し、市

道松阪公園桜町線道路整備を進める 

実 績 予定通り完成 予定通り完成 

施策テーマ……個性豊かな美しい景観づくりの推進 
 

基本目標 ４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある 

空間づくり 
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重点事業１５  総合運動公園建設事業          
【都市整備部土木課】 

 

 

 

 

   
 

 

【事業概要】 

 

 本公園は、市民の運動・レクリエ－ションに対する要望や、自然環境の大切さ、

また高齢化社会へ向けての健康維持を目的とする空間等の整備を行い、芝生広場・

多目的グラウンド・多目的広場・展望広場・健康増進具やニュースポーツ等の施設・

自然環境を活かしたジョギングコースやデイキャンプ場等の施設整備を行う。 

 整備範囲として、52.5ha の区域の事業認可を受け、事業を行なっており、平成

24 年 10 月に 9.8ha を供用開始し、平成 26 年 4 月には管理棟と多目的グラウンド

の約 2ha の供用を開始した。 

 平成 25年度までの市民一人当たりの公園面積は 9.16 ㎡。全ての整備を完了する

と、約 12.0 ㎡となる。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

     総合運動公園の整備を進める（多目的グラウンド、周辺園路、駐車場、植栽工） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

  現在進めている多目的広場周辺の工事については、平成 27年度の多目的広場供

用開始に向け、ほぼスケジュールどおり整備を進めることができた。 

 課題としては、野外工事（作業）であるため天候によって工程に遅れが生じる可

能性が高いということが挙げられる。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
整備推進（多目的グラ

ウンド、周辺園路、植

栽工） 

整備推進（多目的グラウ

ンド、周辺園路、植栽工） 

整備推進（多目的広場、周

辺園路、駐車場、植栽工） 

実 績 
芝生広場、北側駐車場、

進入路、園路、トイレ

等 10ha 

多目的グラウンドの整

備が完了 

スケジュールどおり整備を

進めることができた 

施策テーマ……公園・緑地の整備 
 

基本目標 ４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある 

空間づくり 
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 重点事業１６ 資源物集団回収活動補助金        
【環境生活部清掃政策課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   ごみの減量化と資源化の施策として、再生利用可能な資源物の集団回収を行い、

実績をあげた団体に対し、補助金を交付する。（団体は事前登録が必要） 

資源化意識の高揚と団体回収活動の活性化を図り、循環型社会と快適な生活環境

の向上を資することを目標とする。 

対象品目：新聞紙・雑誌・雑紙・ダンボール・牛乳パックの紙類及び古着、ビン類 

※紙類のみ加算補助あり 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   資源物集団回収量の増加を目指し、補助金交付団体数を増やしていく 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

 平成 25年度実績（交付団体数：319 団体）から平成 26 年度実績（交付団体数：

318 団体）で 1団体の減となり、増やすことはできなかった。 

 近年、自治会組織の高齢化・少子化等による交付団体の統廃合、ごみ自体から見

ても新聞購読の減少や民間事業者へ搬入されるケースの増加による紙類の回収量

減少が原因と思われる。 

 

【次年度以降の改善策等】 

 

   実態を把握し、登録団体が継続的に活動できることに対する支援やごみ減量意識

の拡大や 3Ｒの推進を行なう為に登録団体への参加を呼びかけていく。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
6,300 トン 

（全庁） 

補助金交付団体数を

増やしていく 

補助金交付団体数を

増やしていく 

実 績 
5,533 トン 

（全庁） 

319 団体 

（前年度比 13団体増） 

318団体 

（前年度比1団体減） 

※平成 24年度値：集団回収量 

 

施策テーマ……ごみの減量化と再利用の促進 
 

基本目標 ５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 
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重点事業１７  ごみ処理基盤施設建設事業         
【環境生活部清掃施設課清掃工場建設室】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 
 

   ごみ処理施設の老朽化への対応とともに、全市的なごみ処理一元化の実現を図る

ため、ごみ処理施設の建設を行う。 

 平成 26 年度においては、プラント工事に着手し、プラント性能試験等を行い、

新清掃工場の竣工を迎える。 

 工事の概要については、プラント内における処理施設関連機械設備の設置工事及

び電気・計装工事等を行い、プラント工事終盤に土木建築工事の最終仕上げや外構

他工事が行われる。また、プラント性能試験を実施するとともにあらゆる検査を実

施後、平成 27年 3月に引渡しを見込んでいる。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 
 

  ごみ処理施設建設工事を進める 

※平成 27 年度稼動を目指す上での平成 26 年度分想定工事を目標どおりに遂

行すること  
 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

 平成 26年度におけるプラント工事及び土木建築工事の最終仕上げや外構他工事

など新清掃工場の建設が計画どおりに実施された。 

また、清掃工場内の各設備が順次設置されると共に試運転を行い、最終的にはプ

ラント性能試験等が計画どおりに実施され、試験の合格をもって清掃工場建設工事

が終了し、平成 27年 3月 20 日に竣工を迎えることができ、清掃工場の引渡しが行

われた。 

  

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
造成工事を進める 

プラント工事を進める 

ごみ処理施設建設工事

を目標通り遂行する    

（プラント工事を行う） 

ごみ処理施設建設工事

を進める 

実 績 
造成工事の完了 

プラント工事の 

実施 

計画通りに進捗 
新清掃工場の建設が計

画どおりに実施された 

 

施策テーマ……ごみの適正処理 
 

基本目標 ５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 
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重点事業１８  環境美化対策事業             
【環境生活部環境・エネルギー政策推進課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 
 

   「松阪市みんなでまちをきれいにする条例」を広く周知するとともに、路上喫煙

禁止地区を指定することによって、市民等の安心・安全及び快適な生活環境の確保

と地域の環境美化推進を図る。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 
 

   「松阪市みんなでまちをきれいにする条例」を広く周知する 
 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

・自治会や住民協議会、意見交流会等で住民からの意見を聴取した。 

・「松阪駅周辺」、「通り本町・魚町一丁目・松坂城跡周辺」、「市場庄伊勢街道」

の 3箇所を平成 27年 4月 1 日から路上喫煙禁止区域に指定することを決定し

た。 

・禁止区域内の看板・タペストリー等整備と路面標示シートの設置を行った。 

・禁止区域内及びその周辺に喫煙場所として灰皿の設置を行った。 

・報道機関への資料提供を行い周知を行った。 

・ホームページへ情報を掲載して周知を行った。 

・チラシとポスターを作成して各施設に設置した。 

・ポケットティッシュを作成して松阪駅において啓発活動を行った。 

・夕刊三重新聞に広告を掲載して啓発を行った。 
 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
（仮称）松阪市環境美化条例を制定

し、路上喫煙防止地区を指定する 

「松阪市みんなでまちをきれいにす

る条例」を広く周知する 

実 績 

「松阪市みんなでまちをきれいにす

る条例」として議案を上程し、12 月

17 日に制定された 

ホームページ・報道機関等を通して

周知した 

 

 

施策テーマ……ごみの適正処理 
 

基本目標 ５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 
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重点事業１９  バイオマス・シティプロジェクト推進事業 
【環境生活部環境・エネルギー政策推進課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 
 

   松阪市内に賦存するバイオマスを堆肥などの製品や電気・熱のエネルギーとして

総合的に活用することにより、「地球温暖化の防止」、「循環型社会の形成」、「産業

の育成」、「地域の活性化」に、事業者・市民・行政が一体となって取り組むための

指針として、松阪市バイオマス活用推進計画を平成 25年度に策定した。 

平成 26 年度においては、バイオマス活用推進計画の周知を図る。また、市内に

賦存する森林バイオマスの活用率を向上させるための森林施策及び搬出運搬手法

などを見出していくとともに、市内の事業者によって計画されているし尿・浄化槽

汚泥、家畜し尿、食品残渣などを活用したバイオガス発電施設建設事業について、

計画内容を精査し、市内で発生する廃棄物系バイオマスの発生形態を調査して、事

業の基本コンセプトの構築を行う。 
 

【平成 26 年度の事業目標】 
 

   「バイオマス活用推進計画」の周知を図り、バイオマスに関するシンポジウム

を開催する 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 
 

 前年度に策定した「松阪市バイオマス活用推進計画」に基づき、名古屋大学大

学院への調査研究委託を含め関係者で構成する木質バイオマス専門部会を設置し、

「産・学・官」の連携による調査・研究を行った。 
 

 

 

 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
「バイオマス活用推進計画」を 

策定する 

「バイオマス活用推進計画」の周知を

図り、バイオマスに関するシンポジウ

ムを開催する 

実 績 
「松阪市バイオマス活用推進計

画」を策定した 

「松阪市バイオマス活用推進計画」に

基づき、「産・学・官」の連携による

調査・研究を行った 

 

 

施策テーマ……省エネルギー・新エネルギーの推進 
 

基本目標 ５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 
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重点事業２０  地球温暖化対策率先実行計画の運用    
【環境生活部環境・エネルギー政策推進課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 
 

   「環境に配慮した事務事業活動」の確立を目指し、環境マネジメントシステムの

継続的な運用促進を図る。 

・地球温暖化対策推進法第 20条の 3に基づく「松阪市地球温暖化対策率先実行計

画（エコフィスアクションプログラムまつさか）」の第３期計画を策定し、省エ

ネルギー、省資源、廃棄物の削減などの「環境に配慮した事務事業活動」を推進

し、市有施設における温室効果ガス排出量の削減を図る。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 
 

     市有施設における温室効果ガス排出量を平成22年度実績比4％削減する 

（平成 28 年度までに平成 22 年度比 6％削減する） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

年間を通して「エコフィスニュース」を配信し、職員に対しての啓発を行った。

また、「エコフィスアクションプログラムまつさか」平成 26年度の取組結果をホー

ムページで公開した。なお、市有施設における平成 26年度の温室効果ガス排出量

は平成 22 年度比 8.3％削減されており、温室効果ガス排出抑制に関する取組みが

浸透していることもうかがえる。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 

「松阪市地球温暖化

対策率先実行計画第

３期計画」を策定し、

市有施設における温

室効果ガス総排出量

削減目標を設定する 

市有施設における温室効

果ガス排出量を平成 22 年

度実績比 3％削減する（平

成 28 年度までに平成 22

年度比 6％削減する） 

市有施設における温室効

果ガス排出量を平成22年

度実績比4％削減する（平

成28年度までに平成22年

度比6％削減する） 

実 績 

「第３期計画」策定

し、削減目標を設定

した（平成 28 年度ま

でに平成 22 年度比

6％削減） 

平成 22 年度比 7.2％削減 平成 22 年度比 8.3％削減 

 

施策テーマ……地球温暖化の防止 
 

基本目標 ５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全 
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重点事業２１  環境パートナーシップ会議事業       
【環境生活部環境・エネルギー政策推進課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   「うるおいある豊かな環境につつまれるまち まつさか」をめざすべき環境像と

して、市民・市民団体・事業者・行政が対等な関係を結び、それぞれが得意分野を

生かしながら、協働して環境にやさしい行動を実践するための組織づくりを進める。 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   自立し発展する組織を目指すため、会員数を増やし組織の成長を図る 

   （目標会員数：46 個人・団体） 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標未達成 

 

   年間を通して、緑のカーテン用苗の配布、緑のカーテン育て方講座、環境フェア、

会員学習会などを実施した。平成 26 年度は、初の試みとして、住民協議会向けに

環境パートナーシップ会議についてのアンケートを実施し、地域で環境活動を行う

個人・団体を紹介していただき、4個人・団体の増加につながった。しかし、目標

とする 46個人・団体には及ばず、44 個人・団体となった。 

 

【次年度以降の改善策等】 

 

   平成 27年度は、市民活動センターに登録する団体に対してアンケートを実施し、

環境パートナーシップ会議の周知を行い、会員の増加に努める。 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 
組織づくりの段階的

整備 

自立し発展する組織作

り（目標会員数 46 個

人・団体） 

自立し発展する組織

作り（目標会員数 46

個人・団体） 

実 績 
組織づくりの段階的

整備 
40 個人・団体 44 個人・団体 

 

 

施策テーマ……パートナーシップの仕組みづくり 
 

基本目標 ６．環境教育・環境学習の充実と仕組みづくり 
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 重点事業２２  学校エコチャレンジ事業          
【教育委員会事務局学校支援課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   環境保全のために行動することを目指し、実施計画を教職員、幼児、児童、生

徒が立案し、これに基づき積極的に行動し、点検・見直しを図る。全ての幼稚園、

小学校、中学校が学校環境 ISO の認定を受けるよう継続的な取り組みを進める。

認定の有効期間は 2年間とし、2年毎に更新を行う。 

   ・校内における節電や節水、リサイクルなどに積極的に取り組む 

   ・児童会・生徒会や委員会による行事・集会や啓発活動を行う 

   ・各教科における学習活動に関連付けた環境教育を行う 

   ・校・園内の環境美化を図る 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

  学校環境ＩＳＯの認定校の更新を 31 校行う 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

年度目標であった学校環境 ISO の更新を 31校全て行うことができた。各幼稚園・

小学校・中学校それぞれの特色を活かしながら、環境教育に取り組み、計画に基づい

て進めることができた。 

各学校・園での環境教育は定着している。 

 

 

 

 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

目 標 31 校更新 17 校、20 園更新 31 校更新 

実 績 31 校更新 17 校、20 園更新 31 校更新 

                          

 

 

 

 

施策テーマ……環境教育・環境学習の推進 
 

基本目標 ６．環境教育・環境学習の充実と仕組みづくり 
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 重点事業２３  森林環境学習事業            
【産業経済部林業・農山村振興課】 

 

 

 

 

   
 

【事業概要】 

 

   環境教育・環境学習の推進を図るため、森林環境保全や森林整備に関する森林

環境学習教室を実施する 

 

【平成 26 年度の事業目標】 

 

   環境教育・環境学習の推進を図るため、森林環境保全や森林整備に関する森林

環境学習教室を実施する 

 

【平成 26 年度の事業実施結果】 目標達成 

 

環境教育・環境学習の推進を図るため、森林環境保全や森林整備に関する森林環

境学習を松ヶ崎小学校を対象に実施した。次年度以降も、環境教育・環境学習の推

進を図るため、継続して実施していく必要がある。 

 

 

 平成 26 年度 

目 標 
環境教育・環境学習の推進を図るため、森林環境

保全や森林整備に関する森林環境学習教室を実施

する 

実 績 森林環境学習を松ヶ崎小学校を対象に実施した 

                          

 

 

施策テーマ……環境教育・環境学習の推進 
 

基本目標 ６．環境教育・環境学習の充実と仕組みづくり 
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第４章 環境基本計画関連事業一覧 
 

 

  平成２６年度時点における、環境基本計画関連事業の一覧を次ページ以降に掲載

しています。 

 

これらの事業の中から、 

① 「松阪市環境基本計画」の環境目標に関連性の高い事業 

② 長期的に実施する事業で、「松阪市環境基本計画」の基本目標の達成に効果的な

事業 

の２点のいずれかに該当する事業を中心に、重点事業（表中「重点事業」の欄に「○」

がつけられている事業）を選定しています。 

 

 

 



平成２６年度における環境基本計画関連事業一覧表

【基本目標　１．健全な水循環の回復と維持】

開始年度 終了年度

小規模な森林の団地化、森林管理作業の協業化の促進　《いきいき松阪の森づくり事業補助金》 林業・農山村振興課

林道・作業道等の維持管理の実施　《林道・作業道等維持管理事業》 林業・農山村振興課

林道整備の実施　《林道整備交付金事業》 林業・農山村振興課

森林の境界明確化作業の実施　《森林施業集約事業（緊急雇用）》 林業・農山村振興課 ２１ ２５

地域材を活用した木造住宅の建築支援　《「まつさかの木」を使用したワクワク快適な家づくり事業補助金》 林業・農山村振興課

地域材及びあかね材の販路拡大　《みなと森と水ネットワーク促進事業》 林業・農山村振興課 ○ ２６ ～

ふれあいの場としての森林の活用　《森林公園管理運営事業》 林業・農山村振興課

森林の公益的機能増進を目的とした環境林における間伐等の実施　《森林環境創造事業》 林業・農山村振興課 ○

農林作物被害防止のための有害鳥獣対策の実施　《有害鳥獣対策事業》 林業・農山村振興課

農林作物被害防止のための有害鳥獣対策の実施　《有害鳥獣捕獲補助金》 林業・農山村振興課

農林作物被害防止のための有害鳥獣対策の実施　《有害鳥獣防護柵設置補助金》 林業・農山村振興課

水源林の造成　《森林総合研究所分収造林事業》 林業・農山村振興課

集落や公共施設周辺の森林整備　《里山の森林安全安心対策事業》 林業・農山村振興課 ２６ ～

分収育林制度をもとにした都市住民との交流の実施　《飯南希望の森づくり事業育林事業》 飯南地域整備課

分収育林制度をもとにした都市住民との交流の実施　《飯高ふるさとの森管理事業》 飯高地域整備課

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

施策テーマ（１）森林の保全と林業の活性化

林業基盤の整備

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

森林保全に向けた取り組
みの推進

重点
事業

事業スケジュール

継続中

継続中

継続中

林業の経営安定の推進

継続中

継続中（中断あり）
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開始年度 終了年度

周辺環境に調和した河川の整備　《河川改良単独事業》 土木課

自然環境を保全し生態系に配慮したため池等の整備　《県営ため池等整備事業負担金》 農村整備課

海岸環境の充実 高潮対策の強化と市民の憩いの場の創出をめざした猟師漁港海岸の整備　《海岸保全施設整備事業》 農水振興課 ～ ２５

【基本目標　２．多様な生態系と自然環境の保全及び回復と動植物の保護】

開始年度 終了年度

地域における貴重植物の保護　《嬉野宇気郷やまゆり保存事業（地域づくり支援事業補助金）》 嬉野地域振興課

天然記念物「ネコギギ」の保護意識の向上、自然環境の保全　《未来へつなぐネコギギの里事業》 嬉野地域振興課 ○ ２４ ～

地域における貴重植物の保護　《はぜゆり増殖研究事業（地域づくり支援事業補助金）》 飯高地域振興課 ～ ２５

「松阪市開発行為に関する環境保全条例」に基づく審議会の開催　《環境保全審議会事業》 環境・エネルギー政策推進課

干潟や野鳥の観測や市民の憩いの場・交流の場となる公園の整備　《松名瀬海岸海浜公園建設事業》 土木課 ２４ ２６

指定天然記念物のパトロールなどによる保護の実施　《天然記念物保存事業》 文化課

緑地・里山等の保全 集落や公共施設周辺の森林整備　《里山の森林安全安心対策事業》 林業・農山村振興課 ○ ２６ ～

自然体験学習の推進 環境学習会の開催　《環境パートナーシップ会議事業》 環境・エネルギー政策推進課 ２０ ～

開始年度 終了年度

環境との調和に配慮したほ場整備の実施　《県営経営体育成基盤整備事業負担金》 農村整備課

都市と農村の交流施設「松阪農業公園ベルファーム」の運営管理　《ベルファーム施設管理事業》 農水振興課

都市と農村の交流施設「飯高駅」の運営管理　《飯高地域資源活用交流施設管理事業》 飯高地域整備課

継続中

継続中

継続中

継続中

施策テーマ（２）自然環境に配慮した農業・漁業の促進

施策の内容　 事業内容《事業名》
重点
事業

環境と調和のとれた農業
の推進

重点
事業

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

担当部署（課）

環境に配慮した河川等の
整備

貴重な動植物の生息・生
育環境の保護

施策テーマ（２）良好な水辺空間の形成

施策テーマ（１）生物多様性と貴重な動植物の生息・生育環境の保全

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

継続中

事業スケジュール

事業スケジュール

事業スケジュール

随時開催

継続中

継続中
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水産資源の保護増殖を目的とした稚魚放流事業に対する支援の実施　《稚鮎等放流事業補助金》 農水振興課

水産資源の保護増殖を目的とした川鵜駆除事業に対する支援の実施　《川鵜対策事業》 農水振興課

水産資源の保護増殖を目的とした魚介類の放流、海底耕うん作業による採貝漁場の底質改善の実施　《水産資源増殖事業》 農水振興課

水産資源の保護増殖を目的とした稚貝の放流、海底耕うん作業による採貝漁場の底質改善の実施　《アサリ資源増殖事業》 農水振興課 20 ～

【基本目標　３．都市生活型公害及び産業公害の防止と予防】

開始年度 終了年度

大気環境調査の実施　《大気環境調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

事業場での排ガス等調査の実施による公害防止の監視指導　《事業場調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

市街地循環バス「鈴の音バス」の運行　《市街地循環バス運行事業》 交通政策室 ○

コミュニティバスの運行　《地域バス等交通システム事業》 交通政策室

環境に配慮した自動車利
用

広報等によるエコドライブの普及啓発の実施　《広報啓発事業》 環境・エネルギー政策推進課

開始年度 終了年度

本庁管内における公共下水道の整備促進　《関連公共下水道事業》 下水道建設課 ○

嬉野管内における公共下水道の整備促進　《関連公共下水道事業》 北部上下水道事務所 ○

三雲管内における公共下水道の整備促進　《特定環境保全公共下水道事業》 北部上下水道事務所 ○

本庁管内における農業集落排水事業の実施　《農業集落排水事業（小野、高木）》 農村整備課

嬉野管内における農業集落排水事業の実施　《農業集落排水事業（須賀・川北クリーンセンター）》 嬉野地域整備課

三雲管内における農業集落排水事業の実施　《三雲農業集落排水管理事業》 三雲地域整備課

補助制度による合併処理浄化槽の設置促進　《浄化槽設置促進事業》 環境・エネルギー政策推進課 ○

飯南・飯高管内における合併処理浄化槽の整備の実施　《浄化槽市町村整備事業》 飯南・飯高環境事務所 ○

継続中

継続中

継続中

事業内容《事業名》 担当部署（課）

事業所等からの大気汚染
対策

環境にやさしい交通体系
の整備

施策テーマ（２）水質汚濁の防止

施策の内容　 事業内容《事業名》

重点
事業

環境に配慮した漁業の推
進

施策テーマ（１）大気汚染の防止

施策の内容　

担当部署（課）
重点
事業

生活排水処理施設の整備
促進

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

事業スケジュール

事業スケジュール

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中
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啓発物品配布等による生活排水対策に関する啓発活動の実施　《環境啓発活動事業》 環境・エネルギー政策推進課

「生活排水対策推進協議会」による排水の汚濁負荷低減のための啓発活動の実施　《生活排水対策推進協議会事
業》

環境・エネルギー政策推進課

事業場での排水調査の実施による公害防止の監視指導　《事業場調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

水質環境調査の実施　《水質環境調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

開始年度 終了年度

地下水調査の実施　《水質環境調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

事業場での地下水調査、土壌調査の実施による公害防止の監視指導　《事業場調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

大気におけるダイオキシン類調査の実施　《大気環境調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

公共用水域におけるダイオキシン類調査の実施　《水質環境調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

開始年度 終了年度
事業所に対する騒音、振
動対策

事業場での騒音・振動調査の実施による公害防止の監視指導　《事業場調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

環境騒音、道路交通振動
への対応

環境騒音、交通振動調査の実施　《騒音・振動調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

事業場での臭気調査の実施による公害防止の監視指導　《事業場調査事業》 環境・エネルギー政策推進課

県と連携した家畜ふん尿等の適正管理・リサイクルの推進　《畜産農家指導事業》 農水振興課

開始年度 終了年度

ごみの野外焼却の抑制 野焼き等の不適切な焼却に対する中止指導の実施　《近隣公害対策指導事業》 環境・エネルギー政策推進課

動物の適正な飼養の推進 ペットによるふん害防止啓発の実施　《動物愛護推進事業》 環境・エネルギー政策推進課

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

事業スケジュール

生活排水対策に関する啓
発

継続中

施策テーマ（５）近隣公害への対応

事業所排水による水質汚
濁の防止

有害化学物質による地下
水汚染への対策

ダイオキシン類等の対策
の推進

施策テーマ（３）有害化学物質への対応

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

施策テーマ（４）騒音・振動及び悪臭の防止

継続中

継続中

継続中

継続中

担当部署（課）
重点
事業

施策の内容　 事業内容《事業名》

悪臭への対応

継続中

継続中

継続中

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

継続中

事業スケジュール

事業スケジュール
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【基本目標　４．歴史文化の薫る魅力ある景観の形成とやすらぎある空間づくり】

開始年度 終了年度

景観計画の策定と推進、行為の届出制度の運用　《都市景観推進事業》 都市計画課

歴史的町並みの保存活用を目的とした生垣の維持整備に対する補助の実施　《景観保全整備事業補助金》 文化課

民間が所有する国、県、市の指定文化財の保存修理に対する支援の実施　《文化財保存整備事業補助金》 文化課

御城番屋敷、原田二郎旧宅、旧長谷川邸等、市内に所在する歴史的建造物の保存や建物・庭園の維持管理及び
環境整備を行い、一般・特別公開を実施　《歴史的建造物公開事業》

文化課

原田二郎旧宅の整備　《原田二郎旧宅保存整備活用事業》 文化課 ２０ ２５

国指定史跡松坂城跡の維持活用及び整備の検討　《松坂城跡保存整備検討事業》 文化課 ２５ ２５

国指定史跡松坂城跡の維持活用及び整備の実施　《松坂城跡保存整備事業》 文化課 ○ ２６ ～

市所有の指定文化財の保存修理　《指定文化財保存修理事業》 文化課 ２４ ～

旧長谷川邸の保存管理方針の策定　《長谷川家文化財専門委員会事業》 文化課 ○ ２５ ～

指定天然記念物のパトロールなどによる保護の実施　《天然記念物保存事業》 文化課

天然記念物「ネコギギ」の保護意識の向上、自然環境の保全　《未来へつなぐネコギギの里事業》 嬉野地域振興課 ２４ ～

継続中

事業スケジュール
事業内容《事業名》

継続中

名勝、天然記念物の保存
と回復

施策テーマ（１）歴史文化遺産の保全と活用

施策の内容　

継続中

継続中

継続中

担当部署（課）
重点
事業

歴史文化的景観の保全と
活用
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指定史跡等の管理の実施　《史跡等管理事業》 文化課

民間が所有する国、県、市の指定文化財の保存修理に対する支援の実施　《文化財保存整備事業補助金》 文化課

文化財の説明看板の設置・修理　《地域文化財普及事業》 文化課 ～ ２５

御城番屋敷、原田二郎旧宅、旧長谷川邸等、市内に所在する歴史的建造物の保存や建物・庭園の維持管理及び
環境整備を行い、一般・特別公開を実施　《歴史的建造物公開事業》

文化課

国指定史跡松坂城跡の維持活用及び整備の検討　《松坂城跡保存整備検討事業》 文化課 ２５ ２５

国指定史跡松坂城跡の維持活用及び整備の実施　《松坂城跡保存整備事業》 文化課 ２６ ～

市所有の指定文化財の保存修理　《指定文化財保存修理事業》 文化課 ２４ ～

旧長谷川邸の保存管理方針の策定　《長谷川家文化財専門委員会事業》 文化課 ２５ ～

市指定史跡八田城山の保存整備　《嬉野八田城山保存整備事業》 嬉野地域振興課

生活文化や伝統文化の継
承と振興

地域の指定無形民俗文化財の保存活動への支援実施　《無形民俗文化財保存活用補助金》 文化課

開始年度 終了年度
魅力ある農山漁村景観の
形成

景観計画の策定と推進、行為の届出制度の運用　《都市景観推進事業》 都市計画課

景観計画の策定と推進、行為の届出制度の運用　《都市景観推進事業》 都市計画課

屋外広告物に対する適切な規制・誘導の実施　《屋外広告物事業》 都市計画課

景観重点地区（候補）における修景整備の実施 《都市景観推進事業》 都市計画課 ○

市道松阪公園桜町線道路整備における景観の形成に配慮した工事の実施　《市道松阪公園桜町線道路整備事業》 都市計画課 ○ ２５ ２６

歴史的町並みの保存活用を目的とした生垣の維持整備に対する補助の実施　《景観保全整備事業補助金》 文化課

民間が所有する国、県、市の指定文化財の保存修理に対する支援の実施　《文化財保存整備事業補助金》 文化課

制度を利用した景観の形成 景観条例の制定、景観計画の策定及び推進、重点地区の指定に向けた取組の実施　《都市景観推進事業》 都市計画課

市民等との協働による景
観の形成

良好な景観づくりに向けた市民、事業者、行政が協働できる体制の整備、市民の景観意識の高揚を目的とした啓発
活動の実施　《都市景観推進事業》

都市計画課

継続中

文化財の保護と活用

継続中

継続中

施策テーマ（２）個性豊かな美しい景観づくりの推進

快適な都市景観の形成

「松阪らしさ」のある歴史文
化的景観の形成

事業スケジュール
施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

重点
事業

継続中

継続中

継続中

継続中（中断あり）

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中
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開始年度 終了年度

スポーツ・レクリエーションの拠点となる総合運動公園の整備　《総合運動公園建設事業》 土木課 ○

干潟や野鳥の観測や市民の憩いの場・交流の場となる公園の整備　《松名瀬海岸海浜公園建設事業》 土木課 ２４ ～

老朽化した都市公園施設の修繕等の実施　《都市公園整備事業》 土木課

緑地の保全と緑化の推進 公共用施設等への苗木の配布　《緑化推進事業》 林業・農山村振興課

緑化意識の啓発の推進 種子球根の配布による緑化意識の啓発の実施　《都市緑化啓発事業》 土木課

開始年度 終了年度
交通、施設におけるバリア
フリーの推進

市道松阪公園桜町線道路整備におけるバリアフリー化工事の実施　《市道松阪公園桜町線道路整備事業》 都市計画課 ２５ ２６

バリアフリーのまちづくりの
推進

「松阪市民バリアフリー推進チーム」による施設等のバリアフリー化推進のための現地調査の実施　《バリアフリーの
まちづくり活動事業》

福祉ささえあい課

【基本目標　５．循環型地域社会の構築と地球環境の保全】

開始年度 終了年度

嬉野管内における市民参加によるごみゼロ運動の実施　《うれしのを美しくする運動事業》 嬉野地域住民課

資源物の土・日・祝日受付実施による再資源化の促進　《リサイクル事業》 清掃政策課

小学生用小冊子の作成、ごみ減量啓発イベントの実施、指定ごみ袋制の実施　《ごみ減量対策事業》 清掃政策課

行政、市民、市民団体、事業者の協働によるマイバッグ持参運動の実施　《マイバッグ持参運動事業》 環境・エネルギー政策推進課 ２０ ～

三雲リサイクルセンターの運営管理　《三雲リサイクル事業》 三雲地域住民課

事業スケジュール

担当部署（課）施策の内容　 事業内容《事業名》

施策テーマ（３）公園・緑地の整備

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

公園・緑地の整備

施策テーマ（４）誰にでもやさしい空間づくりの推進

ごみの減量化と再使用・再
資源化の推進

重点
事業

施策テーマ（１）ごみの減量化と再利用の促進

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

継続中

継続中

事業スケジュール

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

事業スケジュール

継続中
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資源物の集団回収活動に対する支援の実施（本庁管内）　《資源物集団回収活動補助金》 清掃政策課 ○ ２０ ～

資源物の集団回収活動に対する支援の実施（嬉野管内）　《資源物集団回収活動補助金》 嬉野地域住民課

資源物の集団回収活動に対する支援の実施（三雲管内）　《資源物集団回収活動補助金》 三雲地域住民課

資源物の集団回収活動に対する支援の実施（飯南管内）　《資源物集団回収活動補助金》 飯南・飯高環境事務所

資源物の集団回収活動に対する支援の実施（飯高管内）　《資源物集団回収活動補助金》 飯南・飯高環境事務所

生ごみ堆肥化の実施（飯南地区）　《飯南地区リサイクル事業》 飯南・飯高環境事務所

大型生ごみ処理機による生ごみ堆肥化の実施（飯高地区）　《飯高地区リサイクル事業》 飯南・飯高環境事務所 ～ ２５

工場見学や出前講座等によるごみの発生抑制・適正な分別等の啓発活動の実施　《広報啓発事業》 清掃政策課

ごみ減量化、資源化・３Ｒなどの啓発活動の実施　《環境啓発交流事業》 清掃政策課 ２３ ～

資源物の土・日・祝日受付実施による再資源化の促進　《リサイクル事業》 清掃政策課

小学生用小冊子の作成、ごみ減量啓発イベントの実施、指定ごみ袋制の実施　《ごみ減量対策事業》 清掃政策課

補助制度による堆肥化容器と生ごみ処理機の普及促進　《生ごみ堆肥化容器等購入補助金》 清掃政策課

市内全域のごみ処理の一元化、循環型社会形成推進（３Ｒの推進）等に対応したごみ処理施設の整備　《松阪市ご
み処理基盤施設整備事業（ごみ処理基盤施設建設事業）》

清掃施設課 ２０ ～

開始年度 終了年度
「バイオマス活用推進計画」を策定し、市内に賦存する有機性資源エネルギーの活用による自立・分散型エネル
ギー供給体制の構築　《バイオマス・シティプロジェクト推進事業》

環境・エネルギー政策推進課 ２５ ～

環境関連産業の誘致の推進　《企業誘致推進事業》 企業連携誘致推進室

市民・事業者のごみ減量、
再資源化への取り組みの
支援

施策テーマ（２）環境産業の育成

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

環境産業の誘致・集積

重点
事業

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

事業スケジュール

51



開始年度 終了年度

第一清掃工場の適切な維持管理　《不燃物処理事業（施設維持管理を含む）》 清掃事業課

第二清掃工場の適切な維持管理　《焼却事業（施設維持管理を含む）》 清掃施設課

最終処分場の適切な維持管理　《最終処分場事業》 清掃施設課

市内全域のごみ処理の一元化、循環型社会形成推進（３Ｒの推進）等に対応したごみ処理施設の整備　《松阪市ご
み処理基盤施設整備事業（ごみ処理基盤施設建設事業）》

清掃施設課 ○ ２０ ～

ごみの収集業務の円滑化 ごみ収集業務の円滑的な実施　《塵芥収集事業》 清掃事業課

「松阪市みんなでまちをきれいにする条例」を制定し、快適な生活環境の確保と地域の環境美化の推進　《環境美化
対策事業》

環境・エネルギー政策推進課 ○ ２５ ～

嬉野自治会連合会等が実施する不法投棄パトロールへの支援　《自治会連合会不法投棄パトロール事業》 嬉野地域振興課

嬉野管内における市民参加によるごみゼロ運動の実施　《うれしのを美しくする運動事業》 嬉野地域住民課

開始年度 終了年度
家庭における省エネル
ギーへの取り組みの促進

広報、ホームページ等での省エネルギーに関する行動事例の紹介　《広報啓発事業》 環境・エネルギー政策推進課

Matsusaka-EMSに基づく率先した省エネルギーの取り組みの実施　《Matsusaka-EMS運用事業》 環境・エネルギー政策推進課 ２３ ～

地球温暖化対策率先実行計画に基づく率先した省エネルギーの取り組みの実施　《地球温暖化対策率先実行計画
の運用》

環境・エネルギー政策推進課

「バイオマス活用推進計画」を策定し、市内に賦存する有機性資源エネルギーの活用による自立・分散型エネル
ギー供給体制の構築　《バイオマス・シティプロジェクト推進事業》

環境・エネルギー政策推進課 ○ ２５ ～

間伐材等の未利用資源を木質バイオマスとして利用促進するため支援の実施　《木質バイオマス有効活用対策事
業補助金》

林業・農山村振興課 ２６ ～

開始年度 終了年度
二酸化炭素の排出削減に向
けた総合的な取り組みの推進

「バイオマス活用推進計画」を策定し、市内に賦存する有機性資源エネルギーの活用による自立・分散型エネル
ギー供給体制の構築　《バイオマス・シティプロジェクト推進事業》

環境・エネルギー政策推進課 ２５ ～

二酸化炭素の排出削減に向
けた率先取り組みの推進

「松阪市地球温暖化対策率先実行計画」に基づく市の事務事業における二酸化炭素排出削減に向けた取組の実施
《地球温暖化対策率先実行計画の運用》

環境・エネルギー政策推進課 ○

行政、市民、市民団体、事業者の協働による二酸化炭素排出量の削減に向けた仕組みづくりの検討　《環境パート
ナーシップ会議事業》

環境・エネルギー政策推進課

行政、市民、市民団体、事業者の協働によるマイバッグ持参運動の実施、レジ袋収益金を活用した緑のカーテン用
苗等の配布　《マイバッグ持参運動事業》

環境・エネルギー政策推進課 ２０ ～

重点
事業

二酸化炭素の排出量削減
に向けた仕組みの構築

事業スケジュール
施策テーマ（５）地球温暖化の防止

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

ごみ処理施設の計画的な
整備の推進

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

重点
事業

率先した省エネルギーへ
の取り組み

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）

ごみの不法投棄の防止

施策テーマ（４）省エネルギー・新エネルギーの推進

施策テーマ（３）ごみの適正処理

地域資源を活用した新エ
ネルギーの創造

継続中

事業スケジュール

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

事業スケジュール

継続中

継続中

継続中
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【基本目標　６．環境教育・環境学習の充実と仕組みづくり】

開始年度 終了年度
行政、市民、市民団体、事業者の協働による「松阪市環境パートナーシップ会議」の設置及び推進　《環境パート
ナーシップ会議事業》

環境・エネルギー政策推進課 ○

行政、市民、市民団体、事業者の協働によるマイバッグ持参運動の実施　《マイバッグ持参運動事業》 環境・エネルギー政策推進課 ２０ ～

パートナーシップを深め、認識、協力、協働体制づくりの促進　《環境啓発交流事業》 清掃政策課 ２３ ～

環境に関する情報提供の
充実

環境報告書の作成、広報、ケーブルテレビ、ホームページ等による環境情報の提供　《広報啓発事業》 環境・エネルギー政策推進課

開始年度 終了年度

小中学校における総合的な学習の時間等での環境学習の実施　《特色ある学校づくり推進事業》 学校支援課

幼稚園、小中学校における学校版環境ＩＳＯによる環境学習の実施　《学校エコチャレンジ事業》 学校支援課 ○

幼稚園、小中学校における「学校環境デー（6月5日）」を中心とした環境保全の取組の実施　《学校環境デー事業》 学校支援課

公民館講座等における環境学習の機会の提供　《生涯学習振興事業》 いきがい学習課

市職員への環境意識啓発の実施　《Matsusaka-EMS運用事業》 環境・エネルギー政策推進課 ２３ ～

市職員への環境意識啓発の実施　《地球温暖化対策率先実行計画の運用》 環境・エネルギー政策推進課

ごみ減量化・資源化・３Ｒなどの環境学習の促進　《環境啓発交流事業》 清掃政策課 ２３ ～

小学生を対象とした森林環境教育の実施　《森林環境学習事業》 林業・農山村振興課 ○ ２６ ～

地域における環境教育・環境学習のリーダーの育成に向けた体制の整備　《環境パートナーシップ会議事業》 環境・エネルギー政策推進課

３Ｒを推進する市民交流活動、団体育成の促進　《環境啓発交流事業》 清掃政策課 ２３ ～

※事業スケジュールについて：

　　「継続中」　　　　　　：　平成１９年度以前に開始し、２７年度以降も引き続き行われるもの

　　開始年度「～」　　　：　平成１９年度以前に開始

　　終了年度「～」　　　：　平成２７年度以降も実施

環境教育・環境学習機会
の充実

事業内容《事業名》 担当部署（課）
事業スケジュール

人材の育成及び体制の整
備

事業スケジュール

重点
事業

環境保全に向け各主体が
協働できる体制の整備

施策テーマ（２）環境教育・環境学習の推進

施策の内容　 事業内容《事業名》 担当部署（課）
重点
事業

施策の内容　

施策テーマ（１）パートナーシップの仕組みづくり

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中

継続中
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